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MITは 何 が で き る の か?

槙 田 裕 加

1は じめ に し続け るパ ワーには、ただただ驚か される.

20〔)・1年8月か ら2005年8月 までの1年 間、 中部Mrrは 世界最新のハイテ ク技術 を研究 ・開発 し続

大学海 外長期研修 として米国マサチューセ ッツエ科 けている大学 であるが、 ここ数年 、教育の面 にお い

大 学(MassachusettsInstituteofTechnology(M皿),て も世界の注 目を浴びてい る、オンライ ン教育 「オ

Depa血entofLinguisticsandPhilosophy)に て言語学 一プ ンコー ス ウェア(OpenCourseWare;OCW)」 が

の研究 を行 つている。言 うまで もなく、MH]は 理工 それである。以 下では、学内で使用 されている授業

学、物理学 、建築学 、経営学、人文科学の分野で世 用ホームペ ージ 「Stellar」お よび学外 を対象 に した

界の トッブ レベルにあ り、多 くの優 秀な人材 を世界 オ ンライン教 育 「0㎝ 」が どのよ うな考えのも とで、

に輩出 し続 けてい る大学 である,人 文科学分野にお どの よ うに教 育の現場で用い られてい るのか を概観

いては、著名 な言語 学者 ノー ム ・チ ョムス キー教授 してい く.

(ProfessorNoarnChomsky)が 在籍 してお り、常に

斬新な理論 を提案 し続 け、言語学の世界 を リー ドし11ーi「 _h-_。_

てい る.

MITに は、常に、「新 しい ものに」 「よ り良い もの

に」挑 戦 しようとい うエネル ギーが満 ちてい る。特

に、今年は フランク ・ウィルチ ェック教授(Professor

FrankWilczek)が ノーベル物理学賞を受賞 した こと

もあ り、学 内全体が活気 に満 ちている。 この よ うな

MiTの 「エネルギー」は様 々な形で世 界に発信 され

ている.例 えば、MIITの ホー ムページは トップペー

ジのデザイ ンが毎 日更新 され る(http:/fweb.mit,edu/)。 図1MITWebsite(10月28日)

1)ホー ムペー ジのデザイ ンが毎 日変 わる大学 な ど
、

世界中にMITく らいであろ う.ま た、 トップページ2C-assWebsite:``Ste-ar,,

には毎 日のよ うに新 しいニュースが追加 され てい く。MITで は、シラバスの登録お よび閲 覧、履修登録 、

あ る 日はノーベル賞受賞 の話題が取 り上げ られ、 ま 授 業教材 ・資料の配布 、課題 の配布お よび提出等は

たあ る日はボス トン ・レッ ドソックス とMITと の知 全てホー ムペー ジ 「Stellar」を通 して行 われてい る。

る人ぞ知 る話題 が取 り上 げ られ ることもあ り、毎 日 このため、教員 にも学生 にもパ ソコンとインターネ

アクセ スす るのが楽 しい。最先端 の研究を行 うだけ ッ トは欠かせない。 キャンパス内では どこで も無線

に とどまらず、大学 内のエ ネルギー を様 々な形で表 でイン ターネ ッ トを利用す ることができ、さらに、
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研究室や図書館のみならず、ロビーなどのあらゆる

場所で電源を自由に利用することができるように整

備されている。

 以下では、この授業用ホームページ「Sお皿班」が

どのように運営・管理されているのかを概観してい

く。

・T001S

・S加dyMate捌s

・Re1ated lR」esources

・C㎜ne Jo㎜r皿a1s

・Videos

・AudioFi1es

2．1 ホームページ作成

  rホームページを作成する」というと気が重たく

なってしまうかもしれないが、MITではほとんど全

員の教員がrS制ar」を利用している。rSお皿ar」は

Acade㎡cMediahoducdonSe㎞㏄sによって運営・管

理されており、教員にできる限り負担をかけないよ

うなシステムを常に開発している。「Steuar」を利用

するかどうかは義務ではないが、ほとんどの教員が

このシステムを利用している。気軽にオンライン授

業に取り組める背景には、このようにある特定の部

署によるサポート体制がしっかりと整っていること

がある。

 「Sおnar」の利用はいたって簡単である。Academic

Mediahぬ。d㎝S納。esに利用希望の書類を提出し、

フォーマットを利用して授業に必要な教材や資料な

どをサーバーにのせていくだけである。このホーム

ページのフォーマットは無駄なく作られており、カ

スタマイズも可能である。

 それぞれの授業用ホームページには、基本的に以

下の情報が載せられる。

「Rea曲1g」「Lect皿e Notes」等は主にpDFデータで

載せられており、学生は事前にデータをダウンロー

ドし、目を通してくる。2）このため、教員が授業で

大量のプリントを配布する姿はあまり見られない。

  「Assignmen値但。mework）」では、（1）教員が課題

を出す、（2）学生が課題を提出する、（3）教員がそれに

対してコメントをする、（4）課題に対して成績を与え

るという一連の作業をすることができる。成績もオ

ンラインで処理するのかということについては様々

な問題が生じるように思われるが、後述するように、

学生がこのホームページを利用する際にはパスワー

ドと認証が必要であり、いったんログインすれば、

この学生の情報が他に漏れることはない。このため、

多くの教員がこのシステムを問題なく利用している。

 「Discussion」では、教員が与えたテーマに沿って

授業外にオンラインで議論をする。ここでの議論が

生かされ、次の授業がさらに活性化するということ

で有効活用されている。

 このように、「Ste皿ar」には授業資料配布以外にも

様々な機能が備わっている。

・Scbed㎜1e

・Rea砧㎎S

・L㏄t㎜ieNotes

・Labs

・Assignme施（Homework）

・Ex㎜1s

・h旬㏄tS

・Discussion

2．2 ホームページ利用

 このようにして作成されたホームページを利用す

るにあたり、学生はホームヘージヘのアクセス権を

得なくてはならない。授業用ホームページをアクセ

スする際には個人認証が要求されるため、「MIT

ce㎞五。ateau伍。d1y」と「～皿Tpe㎎om最。e出丘。a屹」に

登録しなくてはならない。（この登録にはE－mai1ア

ドレスと学籍番号が必要である。）ただし、この個人

一2ユ4一



MITは何ができるのか？

認証さえあれば全ての授業のホームページにアクセ

スできるわけではない。学生は、履修登録すると同

時に受講する授業のホームページのrメンバー」に

自動的に登録され、履修登録した授業のホームペー

ジにのみアクセスすることができる。

 先に述べたように、学生がこのホームページを利

用する際にはパスワードが要求され、これにより、

この学生の情報が他に漏れることはない。また、他

の受講生との意見交換等のために、メンバーリスト

に自分の名前やE・m副アドレスを公開することも可

能であるが、プライバシーの問題もあるため、自分

の情報を公開するか否かは学生の判断に委ねられて

いる。

2．3 運営・管理・サポート

 先に述べたように、『S屹皿肛」は地山㎞c M曲a

㎞1コ。d㎝S馴㎡欄によって運営・管理されている日

このため、教員にはほとんど負担はかからない。ま

た、教員へのアンケートをもとに、データの更新方

法などが学期ごとに改善されている。「より良いもの

に」という姿勢がここからもうかがえる。

 このようなシステムを運営していく際には必ず何

らかのトラブルが生じる。特に、M皿には数多くの

コースがあり、数えきれないほどの教員、学生がい

る。このため、発生するトラブルの種類と数は想像

をはるかに超えるであろう。様々なトラブルに対応

するため、A㎝i㎝血。M副副㎞㎜缶㎝㎞06宮では、

教員用、学生用それぞれにrS制肛」のガイドをホ

ームページで公開している。そこには「S側肛」の

使い方や臥Qが詳細かっ明確に書かれており、これ

に従っていけばほとんどの場合は問題なく「S屹皿π」

を使用することができるようになる。それでも問題

が解決しない場合には、E一＾汕、電話、直接面談（要

予約）のいずれかの方法で素早く対処してくれる。

実際、私も学期初めにいくつかの質問をE－m州で間

い合わせたが、忙しいであろうこの時期にも数時間

で適切な答えを返してくれた。

 さらに、M1Tでは各学科に専属のコンピュータ」

の技術員が西礪されており、パソコンに関する基本

的な質問（例1ソフトの使い方）や学内LANの設

定等、あらゆる問題に素早く対応する環境が学科単

位で整えられている。このように、理系・文系を間

わずに学科レベルでのサポート体制が整えられてい

ることは、rS拍皿π」のような大規模なシステムを運

営していく上では不可欠であり、とても大きな役割

を果たしている。

■州～

図2 Ste－larログイン画面

㎜一一’

30penCOurs6Hare

 前節で紹介したr脆皿酊」は学内向けの教育シス

テムであるが、2001年以降、MlTはこの「Steu町」

に掲載されているデータを利用して、学外に対して

も実際に授業で使用した教材および資料をインター

ネットで無料公開している。これが「オープンコー

スウェア（qp㎝Co皿舵W㎞；OCW）」である

（幽）。
 このオンライン教育は、「M］Tが世界において大

学教育の規範となる」ことを目標としてスタートし

ている。0CWが掲げている目標は次の2点である。

・㎞舳e㎞，納田blo，ao㈱sωMlTsoo㎜旧

m邊㎞阯s㎞曲。前㎝，血d㎝値，㎜d鵬旧聞m舳

 om㎜d此w㎝一d．

・Ex．㎝d曲6爬油皿d士mp耐。fMlTOCWm一価旧

．一

ｬ㎜oo皿舳’’㎜鰍
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実現に至までには、財政面での実行可能性や持続可

能性など、様々な問題が持ち上がったが、M皿

Comc皿㎝Educadona1此。㎞o1ogy（MITCET；教育技

術評議会）を中心として、教員、管理者、大学院生、

各分野の専門家、企業関係者等によって議論を重ね、

コンピューターサイエンスから生物学、物理学、数

学、経済学、言語学、歴史、外国語、その他多くの

広範囲な専門分野にわたってMITの授業教材・資料

を無料で公開し、遠隔教育、オンライン教育に大き

な革命をもたらしている

3．1 サポート体制

 コース教材を0CWに提供するかどうかを決める

のは教授一人一人の自由に任せられている。このた

め、1人でも多くの教員の参加を奨励するため、0㎝

の基盤を構築するだけでなく、参加したいとする教

員をサポートできるような体制を作り上げなければ

ならない。

 この大規模なプロジェクトを成功させるため、

M皿では各学科や他部門に0CWの代表を配置して

おり、教員の参加をできるだけ能率的に行えるよう

なサポートを提供している。このように、自分たち

の部門の中に自分たちの利害を配慮する者がいるこ

とは教員に安心感を与える。さらに、先に述べたよ

うに、M1Tでは各学科にパソコン専用の技術員が配

置されているため、データ公開についての技術的な

問題は学科レベルで解決することができるのも心強

い。これにより、0CWの規模は年ごとに大きくな

り、2004年9月現在、提供されるコース数は900を

超えるまでに至っている。（数年後には2000以上も

のコースが提供される予定である。）

 2003年秋に行われた0CWに参加している教員を

対象とした調査では、回答者の42％が0αVに公開

する教材準備に費やした時間が5時間またはそれ以

下であったと答えたことである。これは、0CWの

支援システムが計画通りに能率よく機能しているこ

とを示している。

3．2 著作権

 0㎝7のように、授業教材をインターネット上で

得られるようにする場合には、知的所有権の問題は

避けられない。ここで問題となるのは「授業教材の

所有権が講にあるのか」である。個々の教員か、そ

れともMITか。M皿は、他のほとんどの大学と同様

に、大学の学部の著作になっている教科書の所有権

をその著者に譲渡している。M1Tでは、これと同．じ

方針が通常の講義ノートや関連教材にも適用される

ものと認識しており、それが電子化されたとしても、

依然としてその教員がその教材を所有すると考えて

いる。

 知的所有権に関する第二の問題は、著作権で保護

されている第三者のコンテンツの利用である。通常

の授業では、教員は見解のバランスを保護するため

に他の学者の資料を取り入れる。米国では、このよ

うな第三者のコンテンツを教室内で使用することは

問題ではなく、フェアユース（公正利用）条項によ

って可能となっている。しかしながら、著作権が存

在する第三者の資料を含めた授業教材全てをインタ

ーネット上で提供するとなると問題は別である。こ

の問題に対応するため、0CWは著作権専門家チー

ムを配して、この問題が提起する多くの問題の解決

に取り組んでいる。これまでのところ、博物館や美

術館、個人が所蔵する絵画や美術品、貴重書、フィ

ルムの公開に関してこのような問題が持ち上がって

いる。問題が解決して公開に至っているコースもあ

れば、深刻な問題に直面して公開に至っていないコ

ースもあり、今後も著作権は0CWの最重要課題と

なっていくであろう。

3．3 教材の共有

 0CW上のコースを一瞥すると、シラバスから詳

細な講義ノート、課題など、教員が作った様々な資

料が提供されている。申には、前学期に実際に実施

された期末試験を公開しているコースもある。実際
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にこれらのデータを利用してみると、rこの論文のど

の部分が問題となるのか」rそれに対してどのような

解決方法があるのか」などのヒントを得ることがで

きる。

 その利用目的は様々であるが、では、教員はOCW

コース教材をどのように利用しているのであろうか。

2003年秋に実施されたOCWに参加している教員を

対象とした調査では、32％が学生にアドバイスをす

るため、研究するため、そして教える準備のために

0CWを利用していると報告しており、回答者の68％

がOCWをr支持する」あるいはr強く支持する」

と答えている。

3．4 利用者

 OCWはインターネットを利用できる環境であれ

ば、どこでもアクセスすることができる。つまり、

世界中どこでもM皿の講義資料を手にすることが

できるのである日このプロジェクトは開始された当

初より世界中から大きな注目を浴びており、2003年

夏の時点では、210以上もの国々からアクセスされ

ている。国外からのアクセス回数（上位11国）は以

下に示す通りである。（2003年5月14日現在〕

表1 ㏄口国外からのアクセス数

カナダ 3886197，    ，

ドイツ 3576071，    ，

ブラジル 3，170β62

韓国
3－54259，    ，

フランス 3，012，102

日本 3095913，    ，

イギリス 3099713，    ，

インド
2512267，    ，

香港
1978997，    ，

オーストラリア 1272，052

中国 584，仏9

 それでは、実際に0CWを利用している人たちは

その内容やシステムに満足しているのであろうか。

2003年11月6日から19目にかけて、無作為抽出し

たOCW利用者21，500名に対して簡単なアンケート

調査を実施し、1220名から回答を得ている。このう

ち、99％の回答者が、0CWは「極めてプラスの」

（83％）またはrどちらかというとプラスの」イン

パクトを世界中の教育に及ぼすと答えている。ヨ〕

図3 ㏄“ドッブページ

4 おわり1＝

 最初に述べたように、M1Tには、衛に、「新しい

もの」「より良いもの」に挑戦しようというエネルギ

ーが満ちている。 ある教授がrここ（M皿〕では

良い質問をすること、自由にアイデアを出すことが

一番大切なのですよ」とおっしゃっていた。これは

研究面にとどまらず、教育面にも当てはまることで

ある。日頃、私たちはすぐに「答え」を求めようと

してしまうが、大切なのはそこにたどり着くまでの

過程である。例えば、0CWのようなシステムを運

営していくには莫大な予算が必要であるが、これを

ユーザーに無料で提供していく。このようなことは

普通では考えられないことであるが、これを可能に

していくためにはどうしたら良いのかを問い続け、
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ありとあらゆる可能性を提案していった結果、その

努力が現在のOCWの成功につながっている。

 今回取り上げた「S屹口趾」と「OCW」はMITの教

育事例のほんの一部にすぎず、まだまだ問題点もた

くさん残されている。しかしながら、研究に対して、

学生に対して、教員に対して、そして学外に対して

rMrrは何ができるのか？」を追求し続けている姿．

勢には見習うべき点は多い。0CWに関しては、す

でにこれだけの成功を収めているにも関わらず、さ

らに多くの人々に利用してもらえるよう、今もなお

rOCWは次に何をすべきか」を間い続けている日

実際、現在は言語と文化の障壁を乗り越える方向に

動いており、2003年1月にはラテンアメリカ、スペ

イン、ポルトガルの650大学のコンソーシアムであ

るUmVG冊1a鵬t（地）と提携し、
0CWの25のコ』スをスペイン語とポルトガル語に

翻訳して公開するよう準備が進められている。この

ように、世界の他の多数地域の代表者と話し合いが

行われており、近い将来、0CWで提供されている

ますます多くのコースが様々な言語で見られるよう

になり、世界中に置かれるサーバからアクセスでき

るよう努力を重ねている。

 「MITは何ができるのか？」これこそがM皿のパ

ワーの源である。
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注

1）M皿のホームページには1，118，000ものぺ一ジが

  あり、1日あたり3，OOO，OOO件ものアクセスがあ

  る。蝸ma丘㎝S㎝＾㏄5＆此。㎞o－ogyおよび

  ㎜b血。Re1拍。㎜S釧丘。esによって運営・管理一され

  ている。

2）論文および講義ノートの著作権については3節

  で述べる。

3）0CWはそのテクノロジー、コンテンツ、利用

  老体験、およびデザインが認められ、これまで

  に数多くの賞や評価を得ている。
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